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広報白浜 4月号　�

平
成
25
年
度　

白
浜
町
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
１
２
３
億
５
，
０
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比
12
・
１
％
増
）

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
平
成
24
年
度
予
算
（
肉
付
予

算
後
）
と
比
較
す
る
と
、
１
３
億
３
，
５
７
５
万
円
（
12
・
１
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

日
置
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業
や
白
浜
会
館
改
修
事
業
と
い
っ
た
国

体
関
連
施
設
整
備
の
ほ
か
、
北
富
田
小
学
校
建
設
事
業
、
円
月
島
緊
急
保

全
対
策
事
業
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
基
幹
改
良
事
業
な
ど
の
先
送
り
の
で
き
な

い
大
型
事
業
に
重
点
配
分
を
行

い
な
が
ら
も
、
住
民
生
活
に
密

接
す
る
予
算
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
、
十
分
配
慮
し
な
が
ら

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
防
災
関
連
で
は
、
災
害

時
に
お
け
る
地
域
の
防
災
拠
点

と
も
な
る
日
置
川
消
防
署
の
高

台
へ
の
移
転
事
業
に
本
格
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
観
光
面

で
は
新
た
な
施
策
の
基
礎
と
な

る
観
光
経
済
実
態
調
査
や
白
浜

駅
前
広
場
周
辺
の
将
来
像
に
向

け
た
取
り
組
み
の
た
め
の
経
費

な
ど
を
盛
り
込
み
、
幅
広
い
視

点
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と

し
ま
し
た
。

◇
歳
入
に
つ
い
て

　

町
の
基
幹
収
入
で
も
あ
る
町
税
は
固
定
資
産
税
や
法
人
税
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
個
人
住
民
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
比
１
．

５
％
増
の
３
０
億
９
，
９
９
９
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
今
年
度
は
、
対
前
年

度
比
１
．
０
％
減
の
３
５
億
２
，
７
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

大
型
事
業
の
予
算
化
に
と
も
な
い
不
足
す
る
財
源
の
た
め
に
町
債

を
２
２
億
８
，
９
０
０
万
円
借
入
れ
、
さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
か
ら

３
億
５
，
２
８
７
万
円
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

（
用
語
解
説
）

◆
自
主
財
源

　

町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
財
源

・
町
税
…
住
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど

・
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
等
…

体
育
館
施
設
使
用
料
や
公
営
住

宅
使
用
料
、
保
育
料
な
ど

・
繰
入
金
・
諸
収
入
等
…
特
定

の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て

い
る
基
金
の
取
り
崩
し
や
、
ほ

か
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い

諸
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源

　

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

・
地
方
交
付
税
…
国
が
徴
収
し
た

税
金
の
中
か
ら
、
町
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

・
国
庫
支
出
金
／
県
支
出
金
…
特

定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
国
・
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど

・
町
債
…
建
設
事
業
な
ど
大
き
な

事
業
の
費
用
に
あ
て
る
借
入
金

・
そ
の
他
…
国
が
徴
収
し
た
税
金

の
う
ち
地
方
に
分
配
さ
れ
る
地

方
譲
与
税
な
ど

“ 歳入 ”

■自主財源　４３億２，２２２万円
■依存財源　８０億２，７７８万円

金額単位：万円

町税 
309,999 
25.1% 

分担金及び負担金 
10,054 
0.8% 

使用料及び手数料 
29,754 
2.4% 

財産収入 
9,020 
0.7% 

寄附金 
861 

0.1% 

繰入金 
38,277 
3.1% 

諸収入 
34,257 
2.8% 

地方交付税 
352,700 
28.6% 

地方譲与税 
9,936 
0.8% 

各種交付金 
27,829 
2.3% 

国庫支出金 
106,411 

8.6% 

県支出金 
77,002 
6.2% 町債 

228,900 
18.5% 



�　広報白浜 4月号

会計名 予算額 対前年度比較

一般会計 １２３億５，０００万円 １２．１％

国民健康保険
事業特別会計

（事業勘定） ３３億２，４００万円 ０．７％

（施設勘定） ４，５２０万円 △３．６％

後期高齢者医療特別会計 ５億３，３２０万円 △０．５％

介護保険特別会計 ２６億６，８００万円 ４．８％

住宅資金貸付事業特別会計 ６３５万円 △１５．７％

土地取得特別会計 ３，０００万円 ０．０％

健康交流拠点施設事業特別会計 １億３，５５０万円 △６．６％

簡易水道事業特別会計 ４，１２０万円 ７．０％

農業集落排水事業特別会計 １，０１０万円 △１６．５％

下水道事業特別会計 ５億２，８８０万円 △３２．１％

水道事業特別会計 ８億３，６９８万円 △２７．９％

計 ２０５億９３３万円 ４．５％

○平成２５年度会計別当初予算

※平成２４年度一般会計当初予算は、骨格予算となったため、肉付予算となった平成２４年度６月補正後の数値
との比較としています。

◇
歳
出
に
つ
い
て

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
公
債
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
終
処
分
場
建
設

事
業
に
か
か
る
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
も
あ
り
、
公
債
費
全
体
で
対
前
年

度
比
４
．
１
％
減
の
１
２
億
８
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

体
関
連
施
設
整
備
な
ど
普
通
建
設
事
業
が
大
幅
に
増
加
し
、
対
前
年
度
比

１
４
１
．
９
％
増
、
２
５
億
４
，
７
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

台
風
12
号
な
ど
に
よ
る
被
災
農
林
業
施
設
の
復
旧
に
対
応
す
る
た
め
、
災

害
復
旧
事
業
費
と
し
て
５
，
８
７
９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
用
語
解
説
）

◆
義
務
的
経
費

　

歳
出
の
う
ち
、
そ
の
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な

い
経
費

・
人
件
費
…
町
職
員
の
給
与
や
、

町
議
会
議
員
、
各
委
員
会
委
員
な

ど
の
報
酬

・
扶
助
費
…
児
童
手
当
、
障
害
者

福
祉
、
医
療
費
助
成
な
ど

・
公
債
費
…
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
た
お
金
の
返
済
金

◆
投
資
的
経
費

　

そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
の
形

成
の
た
め
の
も
の
で
、
将
来
に
残
る

施
設
等
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費

・
普
通
建
設
事
業
費
…
建
物
や
道

路
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
建
設

や
整
備
に
使
わ
れ
る
経
費

◆
そ
の
他
の
経
費

・
物
件
費
…
賃
金
や
消
耗
品
・
備

品
な
ど
購
入
費
、
公
共
施
設
の
光

熱
費
な
ど

・
補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
や
負
担
金
な
ど

・
繰
出
金
…
一
般
会
計
か
ら
国
民

健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金

・
積
立
金
…
各
種
基
金
へ
の
積
立
金

・
そ
の
他
…
公
共
施
設
の
維
持
補

修
費
、
貸
付
金
、
予
備
費

“ 歳出 ”

■義務的経費　４９億３，４７８万円
■投資的経費　２６億５８３万円
■その他経費　４８億９３９万円

人件費 247,894 20.1%
扶助費 124,774 10.1%
公債費 120,810 9.8%
普通建設事業費 254,704 20.6%
災害復旧事業費 5,879 0.5%
物件費 194,204 15.7%
補助費等 103,262 8.4%
繰出金 159,353 0.128
積立金 15,684 1.3%
その他 8,436 0.7%

人件費 
247,894 
20.1% 扶助費 

124,774 
10.1% 

公債費 
120,810 

9.8% 

普通建設事業費 
254,704 
20.6% 

災害復旧事業費 
5,879 
0.5% 

物件費 
194,204 
15.7% 

補助費等 
103,262 

8.4% 

繰出金 
159,353 
12.8% 

積立金 
15,684 
1.3% 

その他 
8,436 
0.7% 

金額単位：万円



広報白浜 4月号　�

『
こ
こ
ろ
に
誇
り
・
生
き
が
い
の

持
て
る
ま
ち
』

◆
学
校
教
育
の
充
実

・
北
富
田
小
学
校
建
設
（
建
替
）
事
業

６
億
４
，
５
４
４
万
円

◆
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

　

わ
か
や
ま
国
体
に
向
け
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

（
５
億
３
，
９
１
３
万
円
）

・
白
浜
会
館
施
設
改
修
事
業

　

わ
か
や
ま
国
体
に
向
け
た
施
設

改
修
を
行
い
ま
す
。

（
３
億
７
，
２
５
８
万
円
）

・
白
浜
球
場
防
球
ネ
ッ
ト
整
備
事
業

（
８
２
２
万
円
）

・
江
津
良
公
衆
便
所
整
備
事
業

　

海
水
浴
客
の
利
便
性
向
上
と
臨

海
周
遊
ル
ー
ト
の
快
適
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。（

１
，
５
２
２
万
円
）

・
白
浜
駅
前
広
場
整
備
基
本
計
画

策
定
委
託
料

　

白
浜
駅
前
広
場
周
辺
整
備
に
向

け
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
３
０
１
万
円
）

◆
歴
史
・
文
化
の
保
存
・
伝
承
と

文
化
活
動
の
振
興

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算　

～
主
な
事
業
紹
介
～

・
円
月
島
緊
急
保
全
対
策
事
業

（
１
億
５
，
６
７
５
万
円
）

『
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
』

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
自
殺
対
策
事
業

　

相
談
支
援
や
三
段
壁
へ
の
防
護

柵
設
置
等
を
行
い
ま
す
。

（
１
，
０
５
７
万
円
）

・
各
種
検
診
事
業

　

健
康
教
育
や
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。（

１
，
７
３
０
万
円
）

・
妊
婦
健
康
診
査
事
業

　

検
診
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

（
１
，
３
５
７
万
円
）

・
が
ん
検
診
推
進
事
業

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
の
推
進
に
よ
り
早
期
発

見
と
予
防
を
行
い
ま
す
。

（
４
０
９
万
円
）

◆
医
療
・
救
急
体
制
の
充
実

・
川
添
地
区
救
急
業
務
委
託
負
担
金

（
３
０
０
万
円
）

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

強
化
事
業

　

専
門
員
に
よ
る
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。

（
５
６
０
万
円
）

・
本
人
活
動
支
援
事
業

　

日
常
活
動
や
社
会
生
活
へ
の
復

帰
を
支
援
し
ま
す
。（

１
２
０
万
円
）

◆
子
育
て
支
援
の
推
進

・
子
ど
も
医
療
扶
助
費

（
５
，
２
１
７
万
円
）

◆
消
防
防
災
対
策
の
推
進

・
地
域
防
災
計
画
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
事
業

　

県
が
示
す
津
波
浸
水
想
定
に
基
づ

き
地
域
防
災
計
画
見
直
し
・
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

（
１
，
１
０
０
万
円
）

・
防
災
対
策
事
業
補
助
金

　

自
主
防
災
組
織
等
が
行
う
防
災

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（
４
０
０
万
円
）

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

（
５
０
０
万
円
）

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

（
88
万
円
）

・
日
置
川
消
防
庁
舎
建
設
事
業

　

高
台
移
転
（
建
替
）
の
た
め
の

庁
舎
設
計
・
道
路
拡
幅
工
事
を
行

い
ま
す
。

（
４
，
０
４
２
万
円
）

・
消
防
車
両
購
入
事
業

　

日
置
川
消
防
署
配
備
の
ポ
ン
プ

車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

（
３
，
３
３
５
万
円
）

・
消
防
団
車
両
購
入
事
業

　

白
浜
支
団
第
９
分
団
配
備
の
ポ

ン
プ
車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

（
１
，
４
４
１
万
円
）

・
河
床
整
備
事
業
（
日
置
川
）

　

災
害
防
除
に
向
け
た
河
床
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

（
２
，
３
２
２
万
円
）

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　

防
潮
ゲ
ー
ト
等
の
設
置
に
よ
り

高
潮
に
よ
る
越
波
を
防
止
し
ま
す
。

（
５
，
５
０
０
万
円
）

『
住
民
と
行
政
が

力
を
あ
わ
せ
る
ま
ち
』

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

・
過
疎
集
落
再
生
・
活
性
化
支
援

事
業
補
助
金
（
川
添
生
活
圏
）

　

日
常
生
活
機
能
の
確
保
・
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
７
１
２
万
円
）

『
地
域
資
源
を
生
か
し
た

活
力
の
あ
る
ま
ち
』

◆
農
林
漁
業
の
振
興

・
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業　
　

　

青
年
の
就
農
意
欲
喚
起
と
就
農

後
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

（
６
０
０
万
円
）

・
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
費
補
助
金

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。（

１
，
０
５
１
万
円
）

・
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

　

紀
州
備
長
炭
原
木
で
あ
る
ウ
バ
メ

ガ
シ
な
ど
を
害
虫
か
ら
守
り
ま
す
。

（
２
２
６
万
円
）

◆
観
光
関
連
産
業
の
振
興

・
番
所
山
整
備
事
業

　

遊
歩
道
・
展
望
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

の
整
備
に
よ
り
平
成
25
年
度
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

（
８
，
０
０
０
万
円
）

・
和
歌
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
負
担
金

　

関
係
団
体
と
と
も
に
全
国
に
向

け
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力
に

展
開
し
ま
す
。

（
５
６
０
万
円
）

『
快
適
で
生
活
環
境
が

充
実
し
た
ま
ち
』

◆
循
環
型
社
会
の
構
築

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
基
幹
改
良
事
業

（
２
億
３
，
１
８
０
万
円
）

◆
道
路
網
の
整
備

・
橋
梁
長
寿
命
化
事
業（
設
計
委
託
料
）

　

緊
急
性
の
高
い
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。（

９
０
０
万
円
）

・
高
速
道
路
対
策
費

（
１
億
７
，
８
１
７
万
円
）
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◎白浜地域 ◎日置川地域
４月２２日（月） 10：00 ～ 10：15  椿漁協前（旧） ４月２５日（木） 10：00 ～ 10：05  上露  上村孟男様宅前

10：35 ～ 11：10  富田会館前 10：25 ～ 10：40  市鹿野  役場市鹿野出張所前

11：20 ～ 11：40  町立児童館前（十九渕） 10：50 ～ 11：00  滝  殿山発電所前

11：50 ～ 12：10 庄川会館前 11：20 ～ 11：30  川原谷  集会所前

13：30 ～ 13：40  平会館前 11：45 ～ 11：55  大  集会所前

13：50 ～ 14：05  農協北支所前（旧） 13：00 ～ 13：20  小川  集会所前
14：15 ～ 14：30  保呂集会所前 13：40 ～ 13：45  久木  区民会館前

４月２３日（火） 9：30 ～ 10：10  農業研修会館前 13：50 ～ 13：55  向平  集会所前

10：20 ～ 11：10  才野会館前 14：05 ～ 14：15  寺山  井上 瑛様宅前

11：20 ～ 12：10  西富田クリニック前 14：25 ～ 14：30  中嶋  日吉屋様宅前

13：30 ～ 13：40  堅田上集会所前 ４月２６日（金） 9：30 ～   9：45  安居  役場安居出張所前

13：50 ～ 14：40  細野集会所前 9：50 ～ 10：05  口ヶ谷  農協集荷場前

４月２４日（水） 9：30 ～ 10：10  湯崎浜広場前 10：10 ～ 10：15  口ヶ谷  小山 登様宅前

10：20 ～ 11：00  しらら・はまゆう公園 10：20 ～ 10：50  田野井  会館前

11：10 ～ 11：50
 和歌山南漁業協同組合前 10：55 ～ 11：00  矢田  ＪＲ日置駅前

 （白浜漁協前） 11：05 ～ 11：10  矢田  山本将文様宅前

13：00 ～ 13：40  美之浦保健センター前 11：15 ～ 11：30  安宅  区民会館前

13：50 ～ 14：30  羽衣会館前 11：35 ～ 11：55  安宅  住民交流センター前

14：40 ～ 15：00  役場庁舎横 13：10 ～ 13：20  塩野  滝川 洋様宅前

13：30 ～ 13：40  伊古木  小出渡船様宅前

13：50 ～ 14：10  大古  区民会館前

４月３０日（月） 9：30 ～   9：50  市江  区民会館前

9：55 ～ 10：00  笠甫  笠中米継様宅前

10：05 ～ 10：20  志原  区民会館前

10：25 ～ 10：40  村島  尾下商店様宅前

10：45 ～ 11：15  正光寺駐車場前

11：20 ～ 11：50  日の出神社前

13：10 ～ 13：25  日置漁協前

13：30 ～ 13：45  鈴木商店様宅前

13：50 ～ 14：10  日置川拠点公民館前

◆飼い犬は、一生涯に１度の登録、年１回の狂犬病予防注射をお受けください。（生後９１日以上）
◆既登録犬の場合は、「狂犬病予防注射接種通知書兼現況届受付票」か、犬の鑑札を必ずご持参ください。

■次の場合は、届出が必要です。
　・飼い犬が死亡したとき
　　（鑑札は返納）
　・飼い犬の所在や飼い主が
　　変更したとき

■集合注射日に都合の悪い方、
　登録申請、鑑札の交付、予防
　注射済票交付の手続きなどは
　役場生活環境課または最寄り
　の動物病院でご相談をお願い
　します。

■野犬の保護や、事情により飼うことが
　できなくなった犬の引取り等の連絡先
　問田辺保健所　　　☎２２ー１２００
　問役場生活環境課　☎４３ー６５８６
　問日置川事務所住民窓口係
　　　　　　　　　　☎５２ー２３０５

★狂犬病予防事務手数料
３，１２０円

※未登録犬は上記とは別に登録料 3,000 円が必要です。

平成２５年度 白浜町狂犬病予防集合注射のお知らせ

狂犬病予防注射の日程について

　※集合注射の場所の混雑が予想されますので、下記について、ご協力ください。
　①注射の事故を防ぐため、犬を制止（押さえる）できる方が連れてきてください。
　②犬は健康体であること。（注射前１週間は、普段通り調子のいいことが目安）
　③次の犬は、最寄の動物病院でご相談の上、注射を受けることをおすすめします。
　　◇指定された集合注射の日に、犬を制止できる方がいないとき
　　◇慢性的な病気を持っている犬　　◇最近治療、予防などの処置を受けた犬
　　◇興奮しやすい性格の犬　　　　　◇妊娠または発情などで普段と違う状態にある犬
　④手数料は、できるだけお釣りのいらないようにお願いします。
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白
浜
町
人
権
学
習
推
進
基
本
方
針
を
改
訂
し
ま
し
た

　

Ⅰ
・
基
本
方
針

　

日
本
国
憲
法
は
、
第
11
条
に
お
い

て
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的

人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。」
と
、

明
記
し
て
い
る
。

　

白
浜
町
に
お
け
る
人
権
学
習
推

進
基
本
方
針
は
、
こ
の
憲
法
の
理

念
な
ら
び
に
教
育
基
本
法
、
国
際

人
権
規
約
お
よ
び
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
（
子
ど
も
の
権
利
条

約
）
等
の
精
神
を
基
に
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
や
他
人
の
人

権
を
大
切
に
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
人
間
ら
し
く
充
実
し
た
生
き
方

の
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
自
主
的
、
主
体
的
に
人
権
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち

の
住
む
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
全
て
の
人
々
の
人
権
が

守
ら
れ
、
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い

社
会
を
、
町
民
み
ん
な
の
力
と
行

政
の
力
で
創
り
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

特
に
、
少
子
化
・
核
家
族
化
の

問
題
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
問
題
、
女
性
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
、
国
際
化
が
進
む
中
で
の

問
題
、
生
命
を
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
も
の
と
い
う
認
識
・
態
度

の
希
薄
化
の
問
題
、
さ
ら
に
は
経

済
格
差
・
過
疎
化
に
よ
る
地
域
間

格
差
か
ら
く
る
人
権
問
題
等
に
対

す
る
学
習
・
教
育
が
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
権
侵
害
問
題
の
解
決

へ
の
取
組
に
お
い
て
は
、
人
権
擁

護
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
関
係
者
が
共
に
人
権
侵
害
を

な
く
し
て
い
く
立
場
に
立
て
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、白
浜
町
の
人
権
学
習
は
、

「
白
浜
町
生
涯
学
習
基
本
方
針
」

に
位
置
づ
け
、
計
画
的
か
つ
組
織

的
に
、
町
民
と
行
政
な
ら
び
に
町

民
相
互
の
民
主
的
な
連
携
を
常
に

図
り
な
が
ら
、
以
下
の
方
針
に
基

づ
き
推
進
す
る
。

(1) 

就
学
前
教
育

　

就
学
前
に
お
け
る
人
権
学
習

は
、
子
ど
も
の
発
達
と
成
長
の
初

期
段
階
に
お
い
て
、
言
語
力
や
自

律
心
（
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
）そ
し
て
社
会
性
、

自
立
心
が
育
ま
れ
る
過
程
で
あ
る

こ
と
を
重
視
し
、
生
命
の
大
切
さ

や
他
人
へ
の
思
い
や
り
、
優
し
さ

の
心
を
育
む
こ
と
を
め
ざ
す
教
育

の
営
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
現
実
は
、
白
浜
町
に
お

い
て
も
少
子
化
・
核
家
族
化
の
進

行
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
等
、
社
会
の
変
貌
と
大
き

く
関
わ
っ
て
子
育
て
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
家
庭
の
力
だ

け
で
子
育
て
を
担
い
き
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
文

化
・
遊
び
・
環
境
等
の
変
化
が
子

ど
も
の
豊
か
な
発
達
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
も
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
育
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
発
達

と
成
長
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、

保
育
園
や
幼
稚
園
（
以
下
「
園
」

と
い
う
。）、
地
域
関
係
団
体
が
相

互
に
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
あ
わ
せ
て
少
子
化
・
核

家
族
化
が
進
む
中
、
行
政
が
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
推
進
課
題
】

①
子
ど
も
が
集
団
（
園
）
生
活
の

な
か
で
、
自
然
体
験
・
遊
び
体
験
・

生
活
体
験
・
社
会
体
験
活
動
を
通

じ
て
豊
か
な
感
性
を
養
い
、
命
の

大
切
さ
や
人
間
関
係
を
学
べ
る
環

境
を
整
え
る
よ
う
努
め
る
。

　

ま
た
、
家
庭
と
連
携
し
て
基
本

的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
健
康
の
保
持
、
増
進

に
努
め
る
。

②
複
雑
な
社
会
環
境
の
も
と
で
、

子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
を
抱
き

悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
保
護
者

に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、相
談
体
制
、

園
の
開
放
に
よ
る
保
護
者
間
の
交

流
や
学
習
、
訪
問
支
援
等
の
さ
ら

な
る
充
実
・
強
化
に
努
め
る
。

③
子
ど
も
を
め
ぐ
る
深
刻
な
問
題

の
一
つ
は
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
、

い
じ
め
が
あ
る
こ
と
を
考
え
、
保

護
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
住

民
と
の
連
携
に
よ
り
早
期
発
見
、

　

白
浜
町
で
は
、
合
併
後
の
平
成

18
年
11
月
、
施
行
後
５
年
を
期
限

に
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
明
記
し

た
、「
白
浜
町
人
権
学
習
推
進
基

本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
の
生
活
・
人
権
・
地
域

社
会
等
に
関
す
る
考
え
や
意
見
を

把
握
す
る
た
め
の
町
民
意
識
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、「
白
浜
町
人
権
施
策
に
関

す
る
基
本
方
針
策
定
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
５
年
間
の
取
組

の
成
果
や
課
題
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
現
基
本
方
針
を
継
承
・
発

展
さ
せ
、
人
権
学
習
を
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
検
討
を
行
い
、
平
成
24
年
３
月

に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
答

申
後
は
、
実
際
に
人
権
学
習
を
推

進
し
て
い
く
町
関
係
課
、
学
校
等

の
意
見
集
約
を
行
い
、「
白
浜
町

人
権
学
習
推
進
基
本
方
針(

改
訂

版)

」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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的
確
な
指
導
、
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
相
談
機
関
と
の
連
携
、

協
力
を
図
る
。

④
園
の
職
員
は
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
発
達
課
題
を
的
確
に
捉

え
、
対
応
で
き
る
よ
う
力
量
を
高

め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も

の
発
達
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
高
め
る
た
め
の
研

修
、
子
ど
も
が
主
役
と
な
る
民
主

的
集
団
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑤
保
護
者
、
園
関
係
者
等
の
協
力

で
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努

め
る
。

(2) 

学
校
教
育

　

学
校
に
お
け
る
人
権
学
習
は
、

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
人
権
意

識
・
人
間
認
識
・
社
会
認
識
を
培

い
、
子
ど
も
た
ち
が
日
常
生
活
の

中
で
、
互
い
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
し
合
う
心
豊
か
な
生
き
方
を
育

て
る
こ
と
を
め
ざ
す
教
育
の
営
み

で
あ
る
。

　

人
権
学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
課
題

（
子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域
の
実

態
等
）
を
把
握
し
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
を

考
慮
し
な
が
ら
、す
べ
て
の
教
科
・

領
域
に
わ
た
っ
て
意
図
的
、
計
画

的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
推
進
課
題
】

①
学
び
の
機
会
を
充
実
し
、
基
礎

的
、
基
本
的
な
学
力
お
よ
び
体
力

を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
、
自

ら
学
ぶ
習
慣
や
学
び
合
う
力
を
育

て
る
。

②
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
自
律
心

を
育
て
、
自
立
心
や
社
会
性
の
発

達
を
促
す
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
（
仲
間

と
遊
ぶ
体
験
・
自
然
体
験
・
社
会

体
験
・
福
祉
体
験
等
）
を
通
し
て
、

人
間
の
行
為
・
行
動
の
根
源
に
な

る
豊
か
な
感
性
と
実
践
力
の
あ
る

子
ど
も
を
育
て
る
。

④「
集
団
の
中
で
こ
そ
人
は
育
つ
」

を
原
則
と
し
て
、
互
い
に
支
え
合

い
、
認
め
合
い
、
信
頼
し
合
え
る

民
主
的
な
学
校
づ
く
り
（
学
級
集

団
・
学
習
集
団
・
生
徒
会
・
児
童

会
等
）
に
努
め
、
人
間
関
係
能
力

や
自
治
能
力
を
育
て
る
。

⑤
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

人
権
意
識
・
人
間
認
識
・
社
会
認

識
を
促
す
取
組
を
推
進
し
、
人
権

尊
重
の
精
神
を
日
常
生
活
に
生
か

し
て
い
く
能
力
を
育
て
る
。

⑥
生
命
・
平
和
・
福
祉
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
理
解
や
認
識
を
深
め

る
。

⑦
今
日
の
子
ど
も
を
と
り
ま
く
社

会
の
病
理
的
現
象
と
も
い
え
る
い

じ
め
・
不
登
校
・
虐
待
等
を
早
期

に
発
見
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

⑧
家
庭
・
地
域
・
園
・
社
会
教
育

関
係
機
関
・
社
会
福
祉
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
、
相
互
の
教

育
力
を
生
か
し
高
め
合
う
な
ど
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑨
教
職
員
は
専
門
職
と
し
て
の
自

覚
と
主
体
性
を
高
め
、
人
権
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
研
修
に
努
め
る
。

(3) 
社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
学
習

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
や
他

人
の
存
在
と
尊
厳
を
認
め
合
い
、

人
間
ら
し
く
充
実
し
た
生
き
方
が

で
き
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
教
育
の
営
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
人
間
の
生

き
が
い
や
豊
か
な
地
域
づ
く
り
と

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
町
民
の
自

発
的
、自
主
的
な
意
志
に
基
づ
き
、

人
々
が
よ
り
幸
せ
な
生
き
方
を
追

求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
町
民
自
ら
が
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
涯
学
習
の

大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
教
育
関

係
機
関
が
家
庭
・
地
域
・
園
・
学

校
等
と
連
携
し
、
地
域
社
会
を
あ

げ
た
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

【
推
進
課
題
】

①
自
己
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
人

権
意
識
・
人
間
認
識
を
深
め
る
。

②
町
民
自
身
の
自
主
的
、
主
体
的

な
取
り
組
み
（
住
民
自
治
）
を
通

し
て
、
地
域
の
文
化
・
教
育
の
向

上
を
図
り
、
町
づ
く
り
の
主
体
者

は
地
域
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
深
め
る
。

③
子
ど
も
の
生
命
や

権
利
を
否
定
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

が
起
こ
っ
て
い
る
今

日
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な

成
長
・
発
達
を
保
障

す
る
た
め
の
取
組
を

進
め
る
。

④
長
寿
社
会
を
迎
え
、
一
人
ひ
と

り
が
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
を
全

う
す
る
た
め
、
お
互
い
を
認
め
合

い
、
共
に
支
え
助
け
合
う
地
域
づ

く
り
に
努
め
る
。

⑤
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
・
障

が
い
者
等
の
社
会
的
に
弱
い
立
場

に
あ
る
人
々
の
人
権
を
正
し
く
理

解
し
、
共
に
社
会
参
加
が
で
き
る

取
組
を
進
め
る
。

⑥
私
た
ち
の
生
命
や
生
活
を
脅
か

す
自
然
災
害
や
環
境
・
平
和
問
題

等
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
共
に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り

に
努
め
る
。

⑦
公
民
館
を
は
じ
め
社
会
教
育
関

係
機
関
が
実
施
す
る
諸
活
動
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
計
画
の
立
案
お
よ
び
施
策
の
推

進
に
努
め
る
。
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Ⅱ
・
行
政

　

白
浜
町
に
お
け
る
行
政
の
取
組

は
、
日
本
国
憲
法
、
教
育
基
本
法

の
理
念
に
立
ち
、
さ
ら
に
は
白
浜

町
人
権
学
習
推
進
基
本
方
針
に
則

り
、白
浜
町
の
実
態
を
把
握
し
て
、

創
造
的
な
実
践
活
動
の
推
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
活
動
を

支
援
し
、
諸
条
件
の
整
備
充
実
を

図
る
。

(1)
人
権
学
習
が
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
町
・
町
議
会
・

町
人
権
委
員
会
を
は
じ
め
、
そ
の

他
関
係
機
関
等
と
連
携
の
上
、
推

進
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
。

(2)
人
権
学
習
推
進
の
た
め
、人
的
、

物
的
に
わ
た
る
学
習
条
件
の
整
備

拡
充
に
努
め
、
過
疎
化
、
少
子
・

高
齢
化
が
進
む
白
浜
町
の
実
態
や

町
民
の
思
い
に
即
し
た
対
応
を
行

う
。

(3)
就
学
前
教
育
に
お
い
て
は
、
乳

幼
児
期
の
子
育
て
が
子
ど
も
の
生

涯
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
重
視
し
、
家
庭
に
お

い
て
生
命
の
大
切
さ
や
他
人
へ
の

思
い
や
り
、
優
し
さ
の
心
を
育
む

教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
学
習
機

会
の
提
供
や
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
る
。

(4)
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
子
ど
も
の
実
態
を
十
分
に
把

握
し
、
学
校
に
お
け
る
学
習
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
習
教

材
等
の
整
備
充
実
や
教
育
条
件
の

整
備
に
努
め
る
。

(5)
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
通
し
て
、
自
分
や
他
人
の
存
在

と
尊
厳
を
認
め
合
い
、
人
間
ら
し

く
充
実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
人

権
に
関
す
る
多
様
な
学
習
機
会
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
学
習
環
境
の

整
備
・
充
実
に
努
め
る
。

(6)
社
会
教
育
関
係
者
・
行
政
職
員
・

教
職
員
等
の
人
権
学
習
・
啓
発
に

関
わ
る
人
た
ち
の
研
修
の
充
実
を

図
り
、
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

※
町
民
意
識
調
査
結
果
は
、
基
本

方
針
改
訂
の
検
討
資
料
と
し
て
活

用
し
ま
し
た
。

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
４
３
ー
５
８
３
０

　（３）その他の手当

支給実績（２３年度決算） 支給職員１人当たり平均支給年額（２３年度決算）

特殊勤務手当 １１，１６６千円 １０６，３４５円

扶養手当 ３９，９４１千円 ２３２，２１３円

住宅手当 １９，０９４千円 １０３，７６９円

通勤手当 ２３，５７６千円 　８６，３５８円

管理職手当 １３，７１４千円 ２７９，８６８円

４　職員数の状況
　（１）年齢別職員構成の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２４年４月１日現在）

区分
２０歳

未満

２０歳～

２３歳

２４歳～

２７歳

２８歳～

３１歳

３２歳～

３５歳

３６歳～

３９歳

４０歳～

４３歳

４４歳～

４７歳

４８歳～

５１歳

５２歳～

５５歳

５６歳～

５９歳

６０歳

以上
計

職員数 ４人 ２０人 ３５人 ２８人 ４４人 ６５人 ４６人 ２０人 ２５人 ３６人 ３６人 ０人 ３５９人

　（２）職員数の推移

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

問役場総務課庶務係
☎４３－５５５５

１９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 過去５年間の増減数（率）

一般行政 ２２１人 ２１４人 ２０７人 ２０５人 ２０４人 ２０２人 ▲１９人 （▲　８．６％）

教育 ４９人 ４９人 ４５人 ４１人 ４３人 ４２人 ▲　７人 （▲１４．３％）

消防 ７９人 ７９人 ７９人 ７８人 ７９人 ７８人 ▲　１人 （▲　１．３％）

普通会計計 ３４９人 ３４２人 ３３１人 ３２４人 ３２６人 ３２２人 ▲２７人 （▲　７．７％）

公営企業等会計計 ４１人 ４５人 ４０人 ３６人 ３６人 ３７人 ▲　４人 （▲　９．８％）

総合計 ３９０人 ３８７人 ３７１人 ３６０人 ３６２人 ３５９人 ▲３１人 （▲　７．９％）



�　広報白浜 4月号

白浜町の給与・定員管理等について

　白浜町では、国が定めた指針（総務省事務次官通知）に従い、町職員の給与、職員数および定員管理などにつ
いて、毎年その状況をお知らせします。
　記載している内容以外の項目等については、白浜町のホームページ（http://www.town.shirahama.wakayama.
jp）でご覧いただけます。
１　総括
　（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口

（２３年度末）

歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）２２年度
の 人 件 費 率Ａ Ｂ Ｂ／Ａ

２３年度 ２３，２９５人 １１，９５２，９４７千円 ６０４，８１３千円 ２，５６６，９６８千円 ２１．５％ ２３．３％

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（ 注 ）１　職員手当には退職手当を含みません。２　職員数は、平成２３年４月１日現在の普通会計に属する人数です。

２　一般行政職の級別職員数等の状況　（平成２４年４月１日現在）

区分
職員数

Ａ

給与費 一人当たりの
給与費Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

２３年度 ２９１人 ９９３，０９２千円 １６４，１２９千円 ３５８，９５０千円 １，５１６，１７１千円 ５，２１０千円

（ 注 ） １ 　白浜町職員の給与等に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

３　主な職員の手当状況
　（１）期末・勤勉手当

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１年前 ５年前

区分 職員数 構成比 区分 職員数 構成比

１級 定型的な業務を行う職員の職務 ２０人 １２．３％ １級 ２５人 １５，１％ １級 １１人 ６．０％

２級 困難な業務を行う職員の職務 ３７人 ２２．７％ ２級 ３５人 ２１．１％ ２級 ４４人 ２４．０％

３級
係長および主任の職務ならびに高度
の技能または経験を必要とする業務
を行う職員の職務

５６人 ３４．４％ ３級 ５６人 ３３．７％ ３級 ５５人 ３０．１％

４級

副課長の職務、高度の知識または経験を
必要とする業務を行う係長および主任の
職務ならびに極めて高度の知識または経
験を必要とする業務を行う主査の職務

３７人 ２２．７％ ４級 ３７人 ２２．３％ ４級 ５７人 ３１．１％

５級
課長の職務および困難な業務を行う
副課長の職務

１２人 ７．４％ ５級 １３人 ７．８％ ５級 １６人 ８．７％

６級 総括課長の職務 １人 ０．６％ ６級 ０人 ０％ ６級 ０人 ０％

（ 注 ） １ 　（　）内の数値は、管理職の支給割合です。

　（２）時間外勤務手当

支給割合 支給実績（２３年度決算） １人当たり平均支給年額（２３年度決算）

期末手当　２ ．６月分（２ ．２月分）
勤勉手当　１．３５月分（１．７５月分）

３９５，３８０千円 １，２３６千円

支給実績（２３年度決算） 職員１人当たり平均支給年額（２３年度決算）

６１，７７１千円 ２２７，９３８円

（注）　１　時間外勤務手当には、休日手当を含みます。

　　　２　選挙事務に従事した手当は含みません。
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定
期
救
命
講
習
会

　

消
防
本
部
で
は
月
２
回
定
期
救

命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
と
は
、「
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
応
急
手
当
に
必
要
な
基
礎
知

識
の
ほ
か「
心
肺
蘇
生
法
」や「
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

取
り
扱
い
」
な
ど
実
技
中
心
の
講

習
で
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

白
浜
町
消
防
本
部

◆
日
時

　

４
月
21
日（
日
）、５
月
12
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
12
時

◆
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
期
日
は
講
習
会
２
日
前
の

金
曜
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
白
浜
町
消
防
本
部
救
急
係

☎
４
３
ー
０
１
１
９

 
第
17
回
ご
み
と

環
境
フ
ェ
ア
出
展
者
募
集

　
「
ご
み
と
環
境
フ
ェ
ア
」
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
み
と
環
境
問

題
の
現
状
、
環
境
保
全
に
つ
い
て

少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
毎
年
環
境
月
間

の
６
月
に
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
こ
の
環
境
フ
ェ
ア
で
、

環
境
保
全
に
対
す
る
取
り
組
み
や

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
・
ア
イ
デ

募　

集 

Shirahama Information
白浜町および関係各所からの案内です。

まちの人口と世帯

　　人口　　　　２３，０９２人
　　　　　　（先月比　－３３人）

　　　　　男　　１０，８４３人
　　　　　　（先月比　－１３人）
　　　　　女　　１２，２４９人
　　　　　　（先月比　－２０人）
　
　　世帯数　　　１１，１９２世帯
　　　　　　（先月比　　－５世帯）

平成２５年３月１日現在　

役場関係機関連絡先

　白浜町役場　　 　（代）43-5555
　富田事務所　　 　（代）45-0009
　日置川事務所 　　（代）52-2300
・椿出張所　　　　　　46-0052
・安居出張所　　　　　53-0009
・市鹿野出張所　　　　54-0001
・上下水道課　　　　　45-2000
・保健センター　　　　43-0178
・白浜町清掃センター　45-3800
・日置川焼却場　　　　52-2750
・日置川水道事務所　　52-2179
・住民交流センター　　52-2446
・白浜町中央公民館　　42-2269
・日置川拠点公民館　　52-2660
・町立図書館　　　　　43-2922
・町立児童館　　　　　45-2117

ア
等
を
展
示
し
て
い
た
だ
け
る
出

展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

◇
６
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◇
６
月
３
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

町
立
体
育
館

◆
対
象　

環
境
保
全
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
団
体
、
学
校
、
企
業
等

◆
内
容

　

各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹

介
す
る
展
示
や
体
験

◆
参
加
費　

無
料

◆
展
示
区
画
数　

約
５
区
画　

※
参
加
希
望
多
数
の
場
合
は
、
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
ス
ペ
ー
ス

有料広告募集中

　

パ
ネ
ル
（
縦
1.9
ｍ
×
横
1.8
ｍ
）
４
枚

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

　

出
展
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で

提
出
願
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
HP
ま
た
は
事

務
局
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　

４
月
８
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

問
役
場
生
活
環
境
課
内

　

第
17
回
ご
み
と
環
境
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
４
３
ー
６
５
８
６
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問
役
場
総
務
課
庶
務
係

☎
４
３
ー
６
５
８
３

 

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　

弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
等
に
よ

る
電
話
と
面
接
相
談
で
す
。

◆
日
時

　

５
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談
室

◆
電
話
相
談

　

２
３
ー
３
８
３
０（
当
日
の
み
）

◆
面
接
相
談

　

で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
ー
４
２
７
ー
１
０
０
０

 
平
成
25
年
度

和
歌
山
県
警
察
官
採
用
試
験

　

平
成
25
年
度
和
歌
山
県
警
察
官

Ａ
の
採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
白
浜
警
察
署
、
交

番
・
駐
在
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
試
験
区
分　

警
察
官
Ａ

◆
受
験
申
込
受
付
期
限

　
（
郵
送
）
４
月
12
日
（
金
）

　

※
当
日
消
印
有
効

◆
１
次
試
験
日　

５
月
12
日（
日
）

◆
１
次
試
験
場
所

　

和
歌
山
市
・
田
辺
市

◆
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
（
短
大
を
除

く
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

26
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
（
武
道
枠
は
別
に
資
格
要
件

が
必
要
）

問
白
浜
警
察
署
警
務
課

☎
４
３
ー
０
１
１
０

 

入
浴
優
待
証
に
つ
い
て

　

町
内
在
住
の
満
65
歳
以
上
の

方
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
、
生
活
保
護

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
、
役

場
観
光
課
・
民
生
課
、
富
田
事
務

所
、
日
置
川
事
務
所
で
「
入
浴
優

待
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

入
浴
優
待
証
の
交
付
を
受
け
る

と
、
牟
婁
の
湯
・
白
良
湯
・
松
の

湯
の
入
浴
料
が
減
免
さ
れ
、ま
た
、

明
光
バ
ス
運
賃
が
半
額
（
町
内
路

線
の
み
と
な
り
ま
す
。
生
活
保
護

適
用
者
は
除
き
ま
す
。）
と
な
り

ま
す
。

問
役
場
観
光
課
公
園
施
設
係

☎
４
３
ー
６
５
８
８

 

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
25
年
度
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期
予
防
接
種
対
象

者
の
方
に
は
３
月
末
に
個
別
通
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
案
内
文
を
ご

確
認
の
上
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は
、
予
防
接
種
以
外
に

予
防
の
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
の
進
学
や
就
職
時
に
、
接

種
歴
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
接
種
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
町
か
ら
の
通
知
書
等

を
ご
確
認
の
上
、
早
い
時
期
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

Ｍ
Ｒ
２
期
…
小
学
校
就
学
前
の

幼
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平

成
20
年
４
月
１
日
生
）

◆
接
種
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

☎
４
３
ー
０
１
７
８

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

管
理
捕
獲
計
画
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
和
歌
山
県
に
よ

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
管
理
捕
獲
が
４
月

１
日
か
ら
５
月
20
日
（
４
月
27
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
を
除
く
）
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

農
作
業
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で

野
山
に
出
か
け
る
際
は
、
目
立
つ

服
装
を
す
る
な
ど
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、「
猟
銃
」
だ

け
で
な
く
「
網
」
や
「
わ
な
」
に

よ
る
捕
獲
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

仕
掛
け
な
ど
に
は
触
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
西
牟
婁
振
興
局
農
業
振
興
課

☎
２
６
ー
７
９
４
１

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
）
に
と
も

な
い
、
和
歌
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん
で

お
な
じ
み
の
桂

か
つ
ら

枝し

曾そ

丸ま
る

さ
ん
が
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
中
央
公
民
館
に

来
ら
れ
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
そ
ろ
っ
て
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

４
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

◆
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
集
会
室

◆
平
成
25
年
度

　

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
か
け
よ
う
ベ
ル
ト　

か
け
る
な

携
帯　

あ
な
た
の
命
を
守
る
た
め

・
大
丈
夫　

甘
い
認
識　

大
惨
事 

し
な
い
さ
せ
な
い　

飲
酒
運
転

ご　

案　

内
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定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
４
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
４
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

 

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
４
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
社
協
本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

【
日
置
川
地
区
】

◇
４
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

 

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌
を

持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方

は
、
認
定
日
以
外
の
求
職
活
動
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

◇
４
月
12
日
（
金
）

◇
４
月
24
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

◇
４
月
８
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

相 　

談 

白浜町スポーツ奨励賞表彰式

　３月３日、平成２４年度白浜町スポーツ奨励賞表彰式が白浜町役場で開催されました。
　この賞は、各種スポーツ大会で優秀な成績をおさめた町内在住、町内出身の小学生、中学生、高校生に贈ら
れるものであり、今年度は下記の個人１３人の皆さまを表彰しました。

　受賞者の皆さま（順不同、敬称略）
◆個人表彰

　【陸 上 競 技】　芝
しば

田
た

　岳
がく

（白浜中学校２年）・　田　樹
いつ

希
き

（白浜中学校２年）・内
うち

本
もと

　静
しず

也
や

（田辺工業高等学校３年）

　【野 球】　川
かわ

崎
さき

　晃
こう

佑
すけ

（智辯学園和歌山高等学校３年）・家
いえ

髙
たか

　健
けん

（関西高等学校２年）

　【カ ヌ ー】　東
ひがし

　智
とも

規
のり

（神島高等学校３年）・面
おも

屋
や

　沙
さ

樹
き

（神島高等学校３年）・面
おも

屋
や

　安
あ

海
み

（神島高等学校１年）

　【バレーボール】　阪
さか

本
もと

　龍
りゅう

一
いち

（開智高等学校２年）

　【弓 道】　 楠
くすのき

　あゆみ（神島高等学校３年）

　【柔 道】　船
ふな

渡
と

　真
しん

平
ぺい

（神島高等学校２年）

　　　　　　　　山
やま

中
なか

　士
し

門
もん

（熊野高等学校１年）

　【剣 道】　細
ほそ

川
かわ

　大
だい

騎
き

（和歌山工業高等学校３年）

※所属校、学年については、平成２４年度のものを記載しています。

土
口

よし   だ
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公民館サークルのご案内

公民館サークルのご案内

中央公民館で行っているサークル

押し絵・木目込み・
和紙人形

白浜茶道 日本画
書道かな

（午前の部）
書道かな

（午後の部）
文学サークル

第２・第４月曜日 第２・第４火曜日 第４金曜日 第１・第３火曜日 第１・第３火曜日
第２木曜日
第３土曜日

午後１時～ 午後１時～ 午後１時３０分～ 午前１０時 午後１時 午後１時３０分～

富田支館で行っているサークル その他の会場で行っているサークル

富田書道 富田茶道サークル 才野民舞サークル

第２・第４土曜日 第１・第３金曜日 第１・第３土曜日 第１・第３水曜日

午後７時３０分～ 午後１時３０分～ 午後７時～ 午後７時３０分～

自主サークルのご案内

中央公民館で行っているサークル

とべら句会 水墨画（月曜組） 水墨画（水曜組） 白浜パソコンクラブ 白浜おはなしの会 ハワイアンフラサークル

第２月曜日 第１・第３月曜日 第１・第３水曜日
第１・２・３・４
月曜日・水曜日

第１・第３火曜日
第１・第２・第３

火曜日

午後１時～ 午後１時３０分～ 午後１時３０分～ 午後７時３０分～ 午前１０時～ 午後２時～

パッチワークひまわり 白浜棋友会 着付け教室 吟詩会 ストレッチヨガ 白浜太極拳クラブ

第２・第４火曜日 毎週火曜日 第３水曜日
第１・第２・第３

水曜日
第２・第４水曜日 毎週木・土曜日

午後１時３０分～ 午後６時３０分～ 午後７時～ 午後７時～ 午後７時３０分～ 午後１時３０分～

羽衣民舞 華道サークル 英会話 コール・しらら スクエアダンス フラワーアレンジメント

第１・第３木曜日 第２・第４木曜日 毎週木曜日 第２・第４木曜日 第２・第４金曜日 第３金曜日

午後１時～ 午後７時～ 午後７時３０分～ 午後７時３０分 午後１時３０分～ 午後１時３０分～

パッチワーク 紫峯会 仲よしダンス会 エッセイ書こう会 太極拳交友会 白浜写友クラブ

第２・第４金曜日 第４土曜日 第１・第３木曜日 第１日曜日 毎週日曜日 第１・第３火曜日

午後７時３０分～ 午後１時３０分～ 午後７時～ 午前１０時～ 午後１時３０分～ 午後７時～

現代作法・和装講座

第２・第４水曜日

午後１時３０分～

富田支館で行っているサークル

ダンベル教室 読書会しおさい 吟詩会 食生活サークル フォークダンス同好会

毎週月曜日 第２月曜日 第３・第４木曜日 第４金曜日 第１・第３金曜日

午後７時３０分～ 午後７時３０分～ 午後１時３０分～ 午後１時３０分～ 午後１時３０分～

その他の会場で行っているサークル

しらとり民踊サークル 栄ラジオ体操クラブ

第２・第４火曜日 毎週日曜日

午後１時３０分～ 午前７時～

問中央公民館
☎４２－２２６９
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白浜町立図書館整備基本構想（案）に関する意見募集について

趣旨
　現図書館に関する要望・意見が年々増加する中で、教育委員会では図書館の在り方に関して調査・検討し答申
をいただくために、「図書館検討委員会」を設置して約２年間ご協議いただき、「白浜町における図書館の在り方
について（白浜町立図書館基本計画）」の答申をいただきました。
　この答申を受け、教育委員会としても現図書館が抱える施設の老朽化などの課題解決に向けた考え方を示す必
要があると判断し、「白浜町立図書館整備基本構想」を策定すべく取り組みを進めてまいりました。
　つきましては、この案について、広く住民の皆さまのご意見をいただきたく、次のとおり募集しますので、率
直なご意見を賜りますようお願い申し上げます。

◇意見募集の対象
　白浜町立図書館整備基本構想（案）
◇意見を提出できる方
　１．白浜町の区域内に住所を有する方
　２．白浜町内の事業所に通勤している方
◇資料および意見提出用紙の入手方法
　１．白浜町ホームページでの掲載
　２．白浜町立図書館本館および各窓口（白浜町教育委員会、
　　　富田事務所、日置川教育事務所、安居出張所、市鹿野出張所）で配布
　※町立図書館本館での配布は、月・火曜日を除く、午前８時３０分～午後５時１５分まで
　※窓口での配布は、土・日を除く、午前８時３０分～午後５時１５分まで
◇意見の募集期間
　４月３日（水）～２５日（木）必着
◇意見提出先および提出方法
　意見提出用紙に氏名、住所、連絡先および本件へのご意見を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。
　◆直接持参　白浜町１３３５番地の１３　白浜町立図書館 本館（グルメシティ白浜店様 横）
　◆郵送　〒６４９－２２１１　白浜町１３３５番地の１３　白浜町立図書館 宛
　◆ファクシミリ　４３－２９２２
　◆電子メール　toshokan@town.shirahama.wakayama.jp
　　電子メールの件名を「白浜町立図書館整備基本構想（案）に対する意見」としてください。
　※口頭、電話および匿名によるご意見の提出は、お受けしかねますので、ご了承ください。
◇その他
　　皆さまからいただいたご意見につきましては、最終的な決定における参考とさせていただきます。
　　なお、いただいたご意見に対する個別の回答、対応はいたしかねますので、ご了承ください。
　ご提出いただきましたご意見につきましては、意見公募の結果公示として公開される場合がありますことを、
　あらかじめご了承ください。
　　ご意見に付記されました氏名、連絡先等の個人情報につきましては、適正に管理し、ご意見の内容に不明な
　点があった場合等の連絡・確認といった本件に対する意見公募に関する業務のみ使用させていただきます。

問町立図書館　　 
☎４３－２９２２
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Shirahama News & Topics
白浜町内で行われたイベント情報などを紹介します。

果
クヮ

川
チョン

市バレーボール交流試合
　２月１６日・１７日の１泊２日で、白浜バレーボール協会と田辺のＮＶＣが
バレー交流を行うため、友好都市である大韓民国果川市を訪れました。
　代表同士の試合は、ジュースまでもつれ込む接戦となり、緊迫したラリー
が続きましたが、日本チームが果川市チームを下し、見事勝利を収めました。
　その後の歓迎会では、韓国のカルビを食べながら、選手同士が親睦を深め、
スポーツを通して、日本と韓国という国境を超えた交流ができました。

ワイキキビーチ親善訪問ツアー
　２月１１日～１５日の３泊５日で、新しく就任したホノルル市長への
表敬訪問と旅行エージェントへの訪問のため、友好都市であるアメリカ
合衆国ハワイ州ホノルル市を訪れました。
　新市長コードウェルさんに白浜町をアピールし、前向きな意見交換が
できました。また、現地旅行会社からホノルル市やワイキキの現状の説
明を受けたり、ビーチを視察したりと、有意義な訪問となりました。
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県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会　第１４位！
　２月１７日、和歌山市で第１２回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競
走大会が開催されました。大会は計４２チームで争われ、白浜町選手団
は２９市町中１４位という成績を残しました。
　２年連続入賞は果たせなかったものの、選手全員が十分に力を発揮
し、素晴しい走りを見せてくれました。また、５年連続登録競技者とし
て、樫

かし

山
やま

直
なお

生
き

選手（富田中３年）が表彰を受けました。選手の皆さん、
お疲れさまでした。

　白浜町選手団（敬称略）
●団長　井

い

澗
たに

誠
まこと

　●副団長　清
きよ

原
はら

武
たけし

／泉
いずみ

勝
かつ

一
いち

　●監督　福
ふく

田
だ

学
まなぶ

●コーチ　森
もり

英
ひで

明
あき

／小
こ

林
ばやし

恭
きょう

二
じ

／高
たか

田
だ

由
よし

一
かず

／松
まつ

場
ば

晃
あき

代
よ

／金
かな

本
もと

速
はや

人
と

／中
なか

原
はら

貴
たか

生
や

●区間走者

１区 樫
かし

山
やま

　直
なお

生
き

（富田中３年） ２区 真
ま

砂
さご

　綾
あや

（白浜中２年）

３区 岩
いわ

﨑
さき

　香
か

乃
の

（北富小６年） ４区 照
てる

井
い

　和
のどか

（白浜中１年）

５区 中
なか

田
た

　葵
あおい

 （白浜中３年） ６区 松
まつ

場
ば

　千
ち

紘
ひろ

（白一小６年）

７区 佐
さ

久
く

間
ま

　翔
しょう

（白一小６年） ８区 川
かわ

口
ぐち

　和
わ

奏
かな

（白浜中２年）

９区 加
か

原
はら

　槙
しん

之
の

佑
すけ

（南白小６年） １０区 大
おお

仲
なか

　絢
けん

（富田中３年）

●控え走者

山
やま

谷
たに

　謙
けん

（白浜中３年） 横
よこ

畑
はた

　美
み

咲
さき

（富田中１年） 石
いし

田
だ

　洋
よう

太
た

（日置小６年）

岡
おか

本
もと

　亮
りょう

誠
せい

（北富小５年） 新
しん

川
かわ

　ちひろ（白一小６年） 松
まつ

場
ば

　加
か

菜
な

（白一小５年）

果
クヮ

川
チョン

市別
ピョ

陽
リャン

洞
ドン

住民自治センター来町
　２月２２日・２３日の２日間、友好都市大韓民国果川市の別陽洞住民
自治センターが公民館視察のため、当町を訪れました。
　公民館視察では、日本画教室に参加したり、職員や分館長と質疑応答
をしたりと、韓国と日本のシステムの違いを知るいい機会となりました。
　また、翌日は町内観光で三段壁や千畳敷を訪問し、崎の湯露天風呂や
京都大学水族館にも行き、白浜を満喫し、帰国しました。
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「安心・安全メール」サービスにご登録を！

詳細は、白浜町公式ホームペー

ジ（http://www.town.shirahama.

wakayama.jp）をご覧ください。

←バーコード対応機種簡単アクセス！

防災情報案内サービス
防災行政無線の情報を聞き漏らしたときなどに電話

で白浜町の防災情報を入手できます。（固定電話、

携帯電話、公衆電話から通話料のみで利用可）

☎０１８０ー９９７ー５５５

緊
急
消
防
援
助
隊
に
係
る
国
か
ら
の

無
償
貸
与
車
両
（
資
機
材
搬
送
車
）
が
納
入

○
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
（
人
命
救
助
活
動

等
を
行
う
応
援
部
隊
の
早
期
出
動
の
必
要
性
等
）
を

踏
ま
え
、
平
成
７
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
大
規

模
災
害
や
特
殊
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
被
災
地

の
消
防
機
関
だ
け
で
は
、
対
処
で
き
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
被
災
地
の
要
請
を
受

け
、
空
・
陸
か
ら
応
援
部
隊
が
駆
け
つ
け
ま
す
。
こ

の
応
援
部
隊
こ
そ
が
、
す
な
わ
ち
「
緊
急
消
防
援
助

隊
」
で
あ
り
、
地
域
を
越
え
た
消
火
・
救
助
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
消
火
部
隊
２
隊

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
）、
救
急
部
隊
１
隊
（
高

規
格
救
急
車
１
台
）を
登
録
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
25
年
度
に
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
係
る
国
か

ら
の
無
償
貸
与
車
両
（
資
機
材
搬
送
車
）
を
登
録
し

運
用
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
へ
白
浜
町
消
防
本
部
か
ら
消
火
部
隊
を

派
遣
し
宮
城
県
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
資
機
材
搬
送
車

　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
に
お
い
て
必
要
と
な
る

資
機
材
を
搬
送
す
る
こ
と
で
、
消
防
活
動
を
支
援
す

る
車
両
で
す
。
こ
の
車
両
は
、
普
段
は
、
日
常
業
務

や
災
害
時
の
資
機
材
搬
送
に
使
用
し
ま
す
。

私たちが普段から取り組むことのできる防災対策や、防災に
関する情報などを紹介します。

防 災 白 浜　～災害に備えて～

問役場総務課防災対策室
☎４３ー５５５５

（車両の主要諸元）
型式：三菱自動車製　全長：７，０１５mm・全幅：２，２５０mm
全高：３，２３０mm・乗車定員：３人
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健
康
だ
よ
り

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

（
白
浜
町
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
４
３
ー
０
１
７
８

行　事　名 月　日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

４月１０日（水） 13：00 ～ 13：10 中央保健センター ２歳６カ月児相談（平成２２年９月生）

４月１８日（木） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター ３歳６カ月児健診（平成２１年９月生）

４月１９日（金） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター １歳６カ月児健診（平成２３年９月生）

４月２５日（木） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター １０カ月児健診（平成２４年５月生）

４月２６日（金） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター ４カ月児健診（平成２４年１２月生）

栄養相談 ４月１日（月）
※次回５月７日

 9：00 ～ 12：00 中央保健センター
栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の
相談を行います。事前に予約が必要ですの
で、電話でお問い合わせください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00 美之浦保健センター

献血 ４月１５日（月）

 9：30 ～ 11：00 近畿大学水産研究所
白浜実験所様

血液が不足しています。
献血のご協力をお願いします。
テレビ和歌山（５ｃｈ）のデータ放送で、「け
んけつちゃんねる」をご覧いただけます。
テレビリモコンのｄボタンを押していただ
くと、献血バスの配車日時や血液在庫状況
などを確認いただけます。

12：30 ～ 14：00 ＪＡ紀南白浜支所様駐車場

14：30 ～ 16：30 白浜小南病院様駐車場

月
の
予
定

4

母
子
保
健
事
業

乳幼児健診・相談

４カ月、１０カ月、１歳６カ月、

２歳６カ月、３歳６カ月

毎月各１回
平成２５年度より、白浜地域と日置川地域の健診を統合し、毎月中央保健センター
で実施します。
医師・歯科医師・歯科衛生士・栄養士・保健師等が、時期に応じた発育状況を確認
し、育児に関する相談もお受けします。（対象者には通知）

発達相談
毎月１回
落ち着きやことば等、発達過程で気になる幼児を対象に、臨床心理士が継続的な心
理発達面の支援を行います。

ファミリークラス
７月、１１月、３月に各１回
妊婦や家族を対象に、安心して出産・育児ができるよう助産師が講義や実技を行い
ます。（対象者には通知）

フレッシュママサロン
年間６回
１０カ月までのお子さんがいる母親等を対象に、交流できる機会やリフレッシュの
場を提供します。（対象者には通知）

成
人
保
健
事
業

特定健診・各種がん検診

集団健診：５～７月、個別健診：通年
生活習慣病やがんを早期発見・予防するために実施します。集団健診の詳しい日程
等は、４月初旬の新聞折込や広報誌等でお知らせします。個別健診実施医療機関に
ついても、新聞折込等でご確認ください。

肺がん・結核検診（巡回）
９～１０月（各地域を巡回します。）
レントゲンバスが町内各所を巡回します。詳しい日程等は新聞折込等でお知らせし
ます。

骨粗しょう症検診
２月上旬

２０歳以上の方を対象に骨量を測定します。詳しい日程等は広報等でお知らせします。

歯周疾患検診
通年
今年度４０、５０、６０、７０歳に達する方を対象に、歯科医師会に所属している県
内の歯科医院にて無料で実施します。希望される方は健康増進係までご連絡ください。

歩く歩く白浜ウォーキング
説明会９月、ウォーキング大会１２月
ウォーキングの習慣化のため、歩数計の貸与とウォーキング大会を開催します。詳
しくは新聞折込チラシ等でお知らせします。

介
護
予
防
事
業

しららぴんしゃん倶楽部
４～７月、９～１２月、１～３月（週１回か２回）
６５歳以上の方を対象に、運動指導士によるプールでの体操や広間でのストレッチ
体操等を行います。

地域デイサロン
月２回

町内各会場にて、レクリエーションや講座等を行います。送迎も行っています。

予防接種事業 予防接種は全て医療機関にて実施します。
接種対象者には案内を通知します。

栄養相談 毎月１回、管理栄養士が食事面等に関する相談に応じます。

※各事業は都合により日程変更または中止となる場合もあります。予めご了承ください。

　健康増進係では、今年度も町民のみなさんの健康をお手伝いするための、様々な事業を計画しています！
　今回は事業の概要をご紹介します。
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

開催日 テーマ 講師
４月１３日 ( 土 ) 認知症の基礎知識と関わり方について 中北クリニック　院長　中

なかきた

北和
か ず お

夫氏
５月１１日 ( 土 ) 福祉レクリエーションについて 有田川町社会福祉協議会　玉

た ま き

置久
ひさよし

義氏

６月　８日 ( 土 ) 食中毒予防について 栄養サポート紀南　栄養士　大
おおふけ

更元
も と こ

子氏

７月１３日 ( 土 ) 話し相手ボランティアについて 和歌山県社会福祉士会　会長　崎
さきやま

山賢
け ん じ

士氏
８ 月１０日 ( 土 ) 福祉レクリエーションについて 有田川町社会福祉協議会　玉

た ま き

置久
ひさよし

義氏
９月１４日 ( 土 ) 救命講習について 白浜町消防本部

１０月１２日 ( 土 ) 感染症予防について 白浜町保健センター　保健師
１１月　９日 ( 土 ) 子育て支援について（手作りおもちゃ） しらとりおもちゃ箱　代表　柴

し ば た

田志
し づ こ

津子氏
１２月１４日 ( 土 ) 整理収納講座 講師未定

１月１１日 ( 土 ) 手話講座（入門編）
手話通訳士　竹

たけなか

中美
よ し こ

子氏
２月　８日 ( 土 ) 手話講座（応用編）
３月　８日 ( 土 ) 災害への備えについて（減災） 白浜町総務課防災対策室

※　町内各地域において、このようなセミナーを開催のご要望に対して「出張出前セミナー」を開催しています。

　　ご自身のお住まいの地域で開催を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。

　　【開催時間】　午後１時３０分　～　３時
　　
　　【場　　所】　白浜町社会福祉協議会本部事務所　２階　大会議室

　　【申し込み】　本会事務局までご連絡ください

２０１３年度　分野別セミナー年間スケジュール

分野別セミナー２０１３のご案内
今、問われる 地域の福祉力！！
　これまでにない研修スタイル！！実際の活動に結び付く！！
　　　　　　　　　　　選択制・少人数制！！参加無料！！

　白浜町ボランティアセンターでは、住民の皆さまがどなたでも、お好きなテーマを「選択」し、ご参加
いただけるこれまでにないスタイルのセミナーを開講しています。少子高齢化が進むにつれ、福祉の分野
においては公共サービスとともに、「地域の福祉力」が問われています。
　あなたの少しの勇気と行動で地域の福祉力は格段にアップします！！ぜひ一緒に学び・考え・行動しま
しょう！！参加を希望される方は本会までお気軽にお問い合わせください。
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日 程 内　　容 会　　場

4/1 司法書士 本部事務所

4/8 人　　権 本部事務所

4/15 弁 護 士 本部事務所

4/22 多重債務 本部事務所

5/7 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

4/5 弁 護 士 み　ま　い　荘

4/17 人　　権 高齢者生活福祉センター

5/8 多重債務 高齢者生活福祉センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　   認知症の人と家族のつどい 相談交流会

平成２４年度 愛のバザー開催 !!
　３月１０日、白浜会館と農業研修会館において、

『愛のバザー』を開催しました。当日は多くのお客
さまのご来場により、大盛況のうちに終了すること
ができました。今回のバザーによる収益は合わせて
６３７，０５３円でした。商品をご提供いただきま
した皆さま、商品の回収から値段付け、搬入、当日
の販売まで、福祉委員さんをはじめ、多くの方々の
ご協力に感謝致します。本当にありがとうございま
した。

【日時】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【場所】
◎白浜会場・・・・４ 月、６ 月、８ 月、１０ 月、１２月、２月　白浜町 美之浦保健センター１F
◎日置川会場・・・５月、７月、９月、１１月、１月、３月　　　白浜町社会福祉協議会日置川支部
　　　第２水曜日　午後１時３０分～３時３０分　　　　　　　　※どちらの会場にご参加いただいても結構です。
※　参加には事前申し込みが必要となります。開催日前日までに本会各支部までご連絡ください。
　　なお、申し込みが無い場合は、相談交流会の開催を見合わせる場合ございますので、ご了承ください。

　（社）和歌山県認知症支援協会と本会では、｢認知症の人と家族のつどい 相談交流会｣ を開催しています。｢もしか
したら認知症？こんな時どうしたらいいの？｣ 家族や身内に認知症の方がおられる方、物忘れが心配な方、悩みや思
いを介護経験のある方と一緒に考えていきませんか。詳細は各福祉関係機関に置かれているチラシをご参照ください。

地域防災セミナー開催
　３月１１日、白浜会館において、地域防災セミナー
｢東日本大震災３．１１の真実｣ を盛大に開催しまし
た。多くの皆さまのご来場ありがとうございました。
犠牲となられました多くの皆さまのご冥福を祈り、
黙祷を捧げて閉会となりました。約１５０人の祈り
は被災地に届いたでしょうか？これからもこの教訓
を忘れず、私たちは伝え続けます。地域の絆を深め、
みんなで防災意識を高めましょう。

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　

○
浜
町　
　
　

船ふ
な
と渡　

吉よ
し
た
か尭　

　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
２
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
収
集
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

田
辺
・
白
浜
Ａ
型
の
会
様

　
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
田
辺
・
白
浜
Ａ
型
の
会
様
よ

り
、
電
波
時
計
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
、
本
部
事
務
所
の
玄
関
に
か
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆

さ
ま
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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青
空
の
下
満
開
の
梅
林
を
散
策

　

２
月
24
日
、
日
置
川
拠
点
公
民
館
日
置
分
館
主
催
で
小
森
梅
林
散
策
と
田
野

井
の
山
脇
観
音
め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
総

勢
19
人
で
満
開
の
梅
の
花
と
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
脇
観
音
で
は
文
化
財
審
議
会
委
員
の
上う

え

野の

宏ひ
ろ
しさ

ん
に
縁
起
を
説
明

し
て
も
ら
い
な
が
ら
由
緒
あ
る
観
音
様
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
は
、
２
月

25
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
間
、
Ｉ

Ｔ
講
習
会
を
３
課
程
に
分
け
て
開
講

し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
す
る
方
や
興
味
が
あ
る

方
が
多
く
、
こ
の
講
習
会
を
通
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
経
験
者
も
今
回
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
た
人
も
、
一
緒
に
楽

し
く
受
講
し
ま
し
た
。

富
田
地
域
老
人
学
級
『
笑
っ
て
健
康
！
』

　

３
月
７
日
に
、栄
地
区
に
あ
る
中
央
公
民
館
富
田
支
館
で
、「
笑
っ
て
健
康
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
約
１
２
０
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
前ま

え

川か
わ

清き
よ
しさ

ん
の
も
の
ま
ね
「
後

う
し
ろ

川か
わ

清き
よ
し」

さ
ん
と
、
毒
舌
漫
談
家
の
も
の
ま
ね
「
ま

ろ
ま
ろ
」
さ
ん
の
お
二
人
を
お
招
き
し
、
約
１
時
間
30
分
の
間
、
と
て
も
楽
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
川
清
さ
ん
の
も
の
ま
ね
で
は
、
会
場
か
ら
５
人
の
方
が
選
ば
れ
舞
台
に
上

が
り
、
か
つ
ら
や
衣
装
を
付
け
、
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
に
変
身
し
コ
ー
ラ
ス
を
担

当
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
会
場
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ろ
ま
ろ
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
毒
舌
で
、
大
き
な
笑

い
声
が
絶
え
な
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図書館だより 問町立図書館
☎４３－２９２２

日置川拠点公民館だより 問日置川拠点公民館
☎５２－２６６０

中央公民館だよりじどうかんへ行こう 問町立児童館
☎４５－２１１７

問中央公民館
☎４２－２２６９
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『
白
浜
町
立
児
童
館
』
の
紹
介

　

白
浜
町
立
児
童
館
は
、
国
道
42
号
線
沿
い
の
富
田
橋
と
し
ら
さ
ぎ
橋
と
の
間

に
あ
り
、
町
立
体
育
館
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
１
階
に
は
、
自
由
に
遊
べ
る
遊
戯
室
や
子
ど
も
向
け
の
本
が
い
っ
ぱ
い

の
図
書
室
（
貸
し
出
し
で
き
ま
す
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
階
に
は
教
育
相
談
室
「
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
が
あ
り
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
は
、
い
つ
で
も
自
由
に
来
て
遊
べ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
町
立
児
童
館

　
（
休
館
日
）
日
・
月
曜
日
、
祝
祭
日　
（
開
館
時
間
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◇
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
（
☎
４
５
ー
３
３
９
９
）

　
（
相
談
日
）
月
～
金
曜
日　
（
時
間
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

自
然
観
察
教
室
『
水
辺
環
境
教
室
』
開
催

　

３
月
３
日
、
児
童
館
と
役
場
生
活
環
境
課
・
観
光
課
と
の
共
催
で
、
水
辺
環

境
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
臨
海
周
辺
で
水
辺
の
生
き
物
の
観
察
、
京
都
大
学
白
浜
水
族
館
の

見
学
に
加
え
、
森
を
守
っ
た
巨
人
「
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

」
か
ら
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、番
所
山
と
南
方
熊
楠
記
念
館
で
の
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

　

山
の
中
を
歩
い
た
り
、
海
辺
の
観
察
を
し
た
り
と
疲
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
自
然
環
境
に

つ
い
て
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。」「
南
方
熊
楠
の
こ
と
な
ど
も
よ
く
わ

か
っ
た
。」「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
に
も
、

い
ろ
ん
な
生
物
が
い
る
の
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
、
よ

り
興
味
を
も
ち
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
季
節
の
始
ま
り
で
す

　

本
館
・
白
浜
・
富
田
分
室
で
本
を
借
り
る
時
に
必
要
な
『
貸
出
し
チ
ケ
ッ
ト
』

が
、
４
月
か
ら
新
小
学
１
年
生
は
、
小
学
生
用
（
ピ
ン
ク
色
）、
新
中
学
１
年

生
は
中
学
生
用
（
黄
色
）
に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

新
中
学
１
年
生
の
方
は
、
４
月
に
な
っ
て
か
ら
、
来
館
（
室
）
さ
れ
た
と
き

に
貸
出
し
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

新
小
学
１
年
生
に
は
、
４
月
に
各
小
学
校
の
ご
協
力
を
得
て
、
学
校
で
一
斉

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
学
校
を
通
じ
て
『
貸
出
し
チ
ケ
ッ
ト
』（
旧

白
浜
町
小
学
生
）
も
し
く
は
、『
貸
出
し
利
用
券
』（
旧
日
置
川
町
小
学
生
）
を

お
渡
し
し
ま
す
。
日
置
分
室
で
本
な
ど
を
借
り
る
時
に
必
要
な
『
貸
出
し
利
用

券
』
は
変
わ
り
な
く
使
え
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
し
ど
し
借
り
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
は
な
し
玉
手
箱
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
中
に
【
お
は
な
し
玉
手
箱
】
に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
場
所
で
（
本
館
か
富
田

分
室
）、
左
記
の
期
間
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◇
受
取
期
間　

４
月
３
日
（
水
）
～
28
日
（
日
）
※
月
・
火
曜
日
、
第
４
金
曜
日
を
除
く

　

ま
た
、
４
月
か
ら
新
し
い
ス
タ
ン
プ
台
帳
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４月の行事

☆おはなし玉手箱
（おはなし・絵本の読み聞かせ・
紙芝居などしています。）
　本館・富田分室　毎週土曜日　
　午前１１時～（約３０分間）
　４月６日・１３日・２０・２７日

☆しらはま子どもの本の会
　『しらはま子どもの本の会』は、
会員が毎月、課題の児童書を読ん
で、その本について気軽に話し合
う会です。
　４月は、今年度の読む本の年間
計画をたてます。毎月（８月を除
く）、第３木曜日午前１０時から
本館で開きます。
　４月は１８日（木）です。

図書館だより 問町立図書館
☎４３－２９２２

日置川拠点公民館だより 問日置川拠点公民館
☎５２－２６６０

中央公民館だよりじどうかんへ行こう 問町立児童館
☎４５－２１１７

問中央公民館
☎４２－２２６９
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　アローハ！２月１１日から３泊５日の日程でホノルル市を訪れました。
　今回の目的は、新しく就任したホノルル市長への表敬訪問と旅行エージェント
への訪問です。白浜町は２０００年にワイキキビーチと姉妹浜提携、２００４年
にはホノルル市と友好都市提携を行っています。これまでもハワイの旅行会社が
紀伊半島を訪れるツアーを企画していただくなど相互交流を図ってきました。写
真は新市長、コードウェル氏を囲んでの一コマであります。市長は日系の女性を
奥様に持つ親日家であります。今回の訪問で、市長に白浜町をアピール、前向きな意見交換ができたことは大き
な成果でありました。市長からは近い将来白浜町を訪問したい、今後も相互交流と親善を図りたいとの内容の言
葉をいただきました。同行いただいた参加者の皆さまとの交流も図られ、和気あいあいの雰囲気での訪問となり

ました。その他の日程では、ホノルル市やワイキキの現状を現
地旅行会社から説明を受けたり、ホテルやビーチを視察したり
するなど、有意義な訪問となりました。これからのまちづくり
に大いに活かしたいと思います。今回のハワイ親善の旅を契機
に、相互交流が促進されることを祈念したいと思います。
　最後に、ご参加いただきました皆さま、お世話いただきまし
たＪＴＢ和歌山支店、ＪＴＢハワイ社の皆さまはじめ、関係者
の皆さまに深く感謝を申し上げます。
　ありがとうございました。マハロ！（ハワイ語でありがとうの意味です）

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

そ
し
て
、ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

私
は
、
４
月
か
ら
果
川
市
へ
派

遣
が
決
ま
っ
た
根ね

木き

美み

幸さ
き

と
い
い

ま
す
。

　

白
浜
町
と
果
川
市
の
人
事
交
流

も
３
年
目
と
な
り
、
年
々
交
流
の

内
容
も
濃
く
な
り
、
友
好
都
市
と

し
て
も
と
て
も
良
い
関
係
が
築
け

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
今
ま
で
韓
国
へ
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
派
遣
が
決

ま
っ
て
か
ら
は
、
果
川
市
か
ら
白

浜
へ
来
ら
れ
た
方
々
と
の
交
流
会

等
に
何
度
か
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

不
安
だ
っ
た
韓
国
語
も
、
現
在

果
川
市
か
ら
白
浜
町
へ
来
て
い
る

朴パ
ク

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
韓
国
語
は
未
熟
で
す

が
、
派
遣
前
か
ら
果
川
市
の
職
員

と
交
流
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
い

る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
１
年
間
過
ご
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
多
少
の
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
果
川
市
と
白
浜
町
の
関

係
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
、
少
し
で
も
橋
渡
し
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
せ
っ
か
く
韓
国
に
派

遣
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
に
、

私
も
も
っ
と
韓
流
ド
ラ
マ
や
Ｋ
ー

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
興
味
が
あ
れ
ば
良
か
っ

た
な
と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
を

残
し
つ
つ
、
１
年
間
果
川
市
で
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
月
果
川
市
か
ら
広

報
白
浜
へ
の
レ
ポ
ー
ト
も
投
稿
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
根
木
）

果
クヮ

川
チョン

市
シ

レポート

A
ア ロ ー ハ

LOHA!町長です。
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この人に注目！

わがやのスター

○白浜町小川　在住

　小
お

川
がわ

　志
し

劉
りゅう

　くん（平成２３年４月３日生）

（パパ・ママからのメッセージ）
　２歳の誕生日おめでとう！父に負けぬ強さと、
思いやりのある子に育ってね。

父　正
まさ

人
と

・母　康
やす

子
こ

　

○白浜町十九渕　在住

　東
あずま

　壮
そう

佑
すけ

　くん（平成２４年７月１１日生）

（パパ・ママからのメッセージ）
　たくさんの幸せをありがとう (*^_^*)
　壮佑の成長がめっちゃ楽しみ♡

父　賢
けん

・母　芳
よし

江
え

　

問
．
ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
？

答
．
白
浜
に
来
ら
れ
た
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
町
内
観
光
を
ご
案
内
し

た
り
、
地
元
の
お
客
さ
ん
の
旅
行

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
冠

婚
葬
祭
や
遠
足
な
ど
少
人
数
か
ら

大
人
数
ま
で
の
送
迎
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
．
楽
し
い
こ
と
嬉
し
い
こ
と

答
．
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
日
本
全

国
い
ろ
ん
な
場
所
へ
旅
行
に
行
っ

た
り
、
各
地
で
お
い
し
い
ご
は
ん

を
食
べ
た
り
、
季
節
を
通
し
て
楽

し
め
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

問
．
仕
事
の
や
り
が
い

答
．
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
お
客
さ
ん
に
、『
あ
り
が
と
う
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番

の
や
り
が
い
で
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
バ
ス
を
新
し
く

し
て
、
お
客
さ
ん
や
運
転
手
さ
ん

に
快
適
な
時
間
を
車
内
で
過
ご
し

て
も
ら
い
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問
．
今
後
の
夢
と
抱
負

答
．
こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
の
中
で
よ
り
近
い
存

在
と
し
て
、
今
よ
り
も
、
も
っ
と

必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
観
光
の
町
白
浜
に
貢

献
で
き
る
会
社
に
な
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今月の注目

○名 前　　大
おお

谷
たに

　晃
こう

一
いち

○年 齢　　３４歳
○血液型　　Ｏ型
○星 座　　おうし座
○職 業　　観光業
○趣 味　　ゴルフ・読書

※『この人に注目！』では今月号より隔月で、
町内で頑張る人たちを紹介していきます。
　また、自薦・他薦問わず注目の人を募集して
います。詳しくは、役場総務課広報担当までお
問い合わせください。（☎４３－６５９８）



羽田経由の乗継割引料金が２月から設定

北海道・東北へは南紀白浜空港からが便利に！

　東京（羽田）での乗継に際しては、同日中の
乗継であれば乗継割引運賃が適用されます。（利
用はＪＡＬ便のみ）

※南紀白浜ー羽田ー新千歳乗継の場合、遅い新千歳便を

利用することで東京でのビジネス・観光が可能

問南紀白浜空港利用促進期成会
　事務局：役場観光課内
☎４３－６５８８

●旭川

●釧路●新千歳
●帯広●函館

●三沢
●秋田

●青森

☆南紀白浜空港

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

http://www.town.shirahama.wakayama.jp
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